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れ
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較
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彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
現
在
使
わ
れ
て
い
る
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器

　

私
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平
成
一
五
年
か
ら
一
じ
年
に
か
け
て
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当
時
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創
造
学
園
人
学
創
造

芸
術
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あ
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す
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お
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に
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新
彊
ウ
イ
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区
で
使
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い
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挿
図
1

　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
四
十
六
号
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新
置
芸
術
学
院
楽
団
（
ウ
ル
ム
チ
）

楽
器
を
対
象
と
し
た
o

現
在
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
に
お
い
て
使
用

さ
れ
て
い
る
楽
器
は
、

キ
ジ
ル
石
窟
壁
画
な
ど

に

描
か
れ

る
楽
器
類
と

は
、
全
く
異
な
る
。
大

雑
把
に
言
う
と
、
壁
画

に
描
か
れ
る
楽
器
は
漢

民
族
の
楽
器
で
あ
る
の

に

対

し
て
、
現
在
の
楽

器

は
イ
ス
ラ
ム
教
を
信

奉
す
る
ウ
イ
グ
ル
民
族

の
楽
器
で
あ
る
。

　

ウ
イ
グ
ル
族
が
使
う

現
代
楽
器
の
代
表
表
的

な
も
の
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
（
）
内
に
は
、
樋
口
科
研
の
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
楽
器
写
真
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掲

載
頁
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調
査
地
、
法
量
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す
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楽
器
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六

　

カ
シ
ュ
ガ
ル
ラ
ワ
ッ
プ
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樋
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科
研
報
告
書
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二
頁
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
、

　
　
長
さ
九
二
・
○
㎝
）

　
低
音
用
ウ
ズ
ベ
ク
ラ
ワ
ッ
プ
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樋
口
科
研
報
告
書
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三
頁
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カ
シ
ュ
ガ

　
　

ル
、
長
さ
1
1
0
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六
㎝
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ド
ッ
タ
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樋
口
科
研
報
告
書
九
六
頁
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ホ
ー
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ン
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一
二
五
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タ
ン
ブ
ル
（
樋
口
科
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報
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九
八
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ホ
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長
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四
三
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擦
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楽
器

　
サ

タ
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科
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こ
れ
ら
の
ウ
イ
グ
ル
族
の
楽
器
に
対
し
、
例
え
ば
、
キ
ジ
ル
石
窟
壁
画
な
ど

に

描
か
れ

た
楽
2
3
は
、
挑
士
宏
の
「
キ
シ
ル
石
窟
壁
画
の
楽
舞
形
象
」
二
二
中
国

　
　
　
　
　
　
酉
域
窒
河
に
揺
か
九
ご
音
栗
場
面
［
中
野
｝

石
窟
　
キ
ジ
ル
石
窟
　
第
2
巻
゜
三
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
．
一

　

弦
楽
器
　
竪
笙
僕
、
弓
型
笙
僕
、
琵
琶
、
五
弦
、
玩
成
、
リ
ラ

　
管
楽
器
　
拝
篇
、
篇
、
肇
葉
、
唄
－
咽
（
チ
ャ
ル
メ
ラ
）
、
横
笛
、
角
、
螺

　

打
楽
器
　
銅
小
玖
（
巳
暁
と
も
い
う
）
、
磁
鈴
、
太
鼓
、
輯
鼓
、
答
膿
鼓
、
一
鶏
婁
ハ

鼓
、
腰
鼓
、
毛
員
鼓
、
長
筒
形
鼓
、
円
筒
形
鼓

　

で

は
続
い
て
、
西
域
の
壁
画
に
描
か
れ
た
音
楽
場
面
を
、
画
題
ご
と
に
見
て

い
こ
う
．

　
1
　
1
．
本
生
図
・
讐
喩
図
に
現
わ
れ
る
楽
器

　
ジ

ヤ

ー
タ
カ
（
本
生
）
は
釈
尊
の
前
世
の
物
語
、
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
（
誓
喩
）

は
釈
尊
の
高
弟
な
ど
の
前
世
の
物
語
で
あ
る
が
、
物
語
の
構
成
、
展
開
は
よ
く

似

て

い

る
　
キ
ジ
ル
石
窟
の
第
一
様
式
の
時
期
（
石
窟
造
営
の
初
期
）
で
は
、

本
生
図
や
警
喩
図
は
、
複
数
の
場
面
を
使
っ
て
、
物
語
が
絵
巻
風
に
展
開
す
る

が
、
第
二
様
式
の
時
期
〔
石
窟
造
営
の
盛
期
）
〆
．
・
は
、
一
つ
の
説
話
を
一
つ
の

場
而
だ
け
で
描
く
形
式
に
変
化
す
る
．

　
音
楽
場
面
は
、
キ
ジ
ル
百
窟
の
第
．
二
二
窟
（
ド
イ
ツ
編
ロ
ゲ
で
は
航
海
者
窟
）

に

描
か
れ
た
マ
イ
ト
ラ
カ
ニ
a
’
カ
（
商
L
慈
者
丁
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
に
見
ら
れ

る
　
航
海
中
に
遭
難
し
た
主
人
公
マ
イ
ト
ラ
カ
ニ
♪
、
カ
は
、
そ
の
後
、
金
城
、

銀

城
、
披
璃
城
を
経
巡
る
　
各
々
の
城
に
お
い
て
、
歓
待
を
受
け
る
が
、
第
二

一
二

窟
で
は
、
主
人
公
が
最
後
に
訪
れ
る
鉄
城
の
場
面
の
直
前
に
、
ど
の
城
と

は
確
定
で
き
な
い
が
、
主
人
公
が
城
の
室
内
で
歓
待
を
受
け
る
場
面
が
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
仁
し



　
　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
二
弔
四
－
六
〇
膓

楽
器
は
判
定
し
が
た
い
　
同
様
の
図
像
が
、
ヘ
シ
a
’
ワ
ー
ル
博
物
館
所
蔵
の
ガ

ン
ダ
ー
ラ
出
ヒ
の
レ
リ
－
フ
に
見
ら
れ
る
　
登
場
人
物
の
数
は
少
な
い
も
の
の
、

第
二
一
二
窟
の
壁
画
と
同
様
に
、
鉄
城
の
ひ
と
つ
丁
前
の
場
面
で
、
主
人
公
が

室
内
で
歓
待
を
受
け
る
　
歓
待
す
る
女
性
の
一
人
が
丸
い
胴
の
弦
楽
器
を
弾
く

図
像
や
構
成
の
類
似
か
ら
判
断
し
て
、
第
二
一
二
窟
の
マ
イ
ト
ラ
カ
ニ
’
1
’
カ
・

ア

ヴ

ァ

ダ
ー
ナ
で
も
、
音
楽
を
も
っ
て
主
人
公
を
歓
待
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
、　

第
二
様
式
の
時
期
の
本
生
図
は
、
例
え
ば
、
キ
ジ
ル
石
窟
第
一
七
窟
（
菩
薩

天

井
窟
）
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
に
見
ら
れ
る
通
り
、
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
平
面
に

菱
形
区
画
を
積
み
上
げ
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
区
画
に
、
別
々
の
本
生
の
ク
ラ
イ

マ
ッ

ク
ス
場
面
を
描
く
一
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
場
面
は
、
菩
薩
が
ま
さ
に
六
波
羅

蜜
（
六
度
）
と
い
わ
れ
る
実
践
的
な
修
行
を
行
う
場
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
音

楽
場
面
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

　
1
1
1
．
山
岳
文
様
中
の
伎
楽
天

　
第
二
様
式
の
時
期
で
は
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
場
面
が
菱
形
区

画
で
取
り
囲
ま
れ
る
．
．
菱
形
区
画
を
形
作
る
輪
郭
線
は
、
単
な
る
直
線
で
は
な

v
、
山
並
み
を
思
わ
せ
る
波
状
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
菱
形
区
画
は
、
単
に
場

面
を
限
る
区
画
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
場
所
が
山
岳
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

い

る
　
す
な
わ
ち
、
本
生
謹
に
語
ら
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
場
所
の
背
景
を
形

づ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
八

　

し
か
し
、
第
一
様
式
か
ら
第
．
一
様
式
へ
の
過
渡
期
に
は
、
登
場
人
物
が
菱
形

の

区
画
を
飛
び
出
し
て
描
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
　
場
面
を
限
る
と
い
う
意

識

が
、
ま
だ
確
立
し
て
い
ψ
、
ぴ
か
c
た
よ
う
で
あ
る
　
例
え
ば
、
キ
ジ
ル
白
窟
第

一
一
八
窟
⌒
海
．
馬
窟
）
が
そ
の
例
で
あ
り
、
ヴ
す
ー
ル
ト
天
井
の
両
湾
曲
面
に
、

菩
薩
－
ま
た
は
天
人
が
、
玩
成
に
似
た
丸
い
胴
を
も
つ
弦
楽
器
を
奏
す
る
姿
が
大

き
く
描
か
れ
る

　
四
．
仏
伝
図
に
現
わ
れ
る
楽
器

　

仏
伝
図
の
典
拠
と
な
っ
た
経
典
類
は
、
大
き
く
二
種
に
分
け
ら
れ
る
．
そ
の

一
は
、
釈
尊
の
誕
生
か
ら
浬
葉
（
死
）
ま
で
、
釈
尊
の
生
涯
を
扱
っ
た
経
典
類

で

あ
る
　
主
な
も
の
は
、
以
ド
の
通
り
で
あ
る

　
　
惰
　
　
闇
那
帽
多
訳
「
．
仏
本
行
集
経
］

　
　
唐
　
　
義
浄
訳
［
．
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
破
僧
事
』

　
　
西
晋
　
　
　
　
　
一
「
仏
説
普
曜
経
」
〔
大
乗
系
　

　
　
唐
　
　
地
婆
詞
羅
訳
＝
方
広
人
荘
厳
経
」
ρ
大
乗
系
）

　
他
の

一

は
、
誕
生
か
ら
降
魔
成
道
の
頃
ま
で
、
釈
尊
の
前
半
生
を
扱
っ
た
も

の

で
、
主
な
経
典
は
以
下
の
通
り
て
あ
る

　
　
後
漢
　
竺
大
力
・
康
孟
詳
訳
一
．
修
行
本
起
経
＝

　
　
劉
宋
　
求
那
蹟
陀
羅
訳
「
「
．
過
去
現
在
因
果
経
』

　
　
呉
　
　
　
支
謙
訳

「仏
説
太
．
＋
瑞
応
本
起
経
一

　
キ
ジ
ル
石
窟
〆
．
・
は
、
第
一
様
式
の
時
代
⌒
む
窟
造
営
の
初
期
）
お
よ
び
第
一



様
式
か
ら
第
二
様
式
へ
と
移
る
過
渡
期
に
は
、
誕
生
か
ら
遅
繋
に
い
た
る
ま
で

の
諸
場
面

が
、
時
間
的
な
経
過
に
従
っ
て
、
あ
た
か
も
絵
巻
の
ご
と
く
描
か
れ

て

い

る
　
第
七
六
窟
⌒
孔
雀
窟
）
は
前
者
の
例
、
第
一
一
●
窟
（
階
梯
窟
）
は

後
者
の
例
で
あ
る
一
こ
の
時
期
は
、
釈
尊
の
伝
記
や
事
跡
に
関
心
が
あ
り
、
壁

画
も
釈
尊
の
伝
記
を
物
語
る
傾
向
が
強
か
っ
た

　
し
か
し
、
第
二
様
式
の
時
代
（
石
窟
浩
三
冨
の
盛
期
）
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
成
道

以

降
の
説
法
場
面
が
羅
列
的
に
描
か
れ
る
　
ま
た
、
中
・
心
柱
窟
の
主
室
の
奥
に

あ
る
回
廊
部
分
に
は
、
釈
尊
の
浬
繋
の
場
面
が
い
く
つ
か
の
場
面
を
使
っ
て
、

詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
　
こ
の
時
期
は
、
釈
尊
の
伝
記
よ
り
も
、
釈
尊
の
説
法

と
そ
の
内
容
、
さ
ら
に
釈
尊
の
説
い
た
法
の
不
滅
と
遍
在
に
、
よ
り
強
い
関
心

が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

二
）
降
魔
成
道

　
釈
尊
が
い
よ
い
よ
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る
時
に
、
悪
魔
が
邪
魔
を
し
た
と
い

う
．
悪
魔
の
王
の
娘
た
ち
が
色
仕
掛
け
で
邪
魔
す
る
場
面
、
悪
魔
の
王
の
家
来

た
ち
が
武
器
や
楽
器
で
邪
魔
す
る
場
面
、
悪
魔
の
王
が
議
論
を
仕
掛
け
る
場
面

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
描
か
れ
る
が
、
ど
の
場
面
で
も
、
釈
尊
は
そ
れ
ら
を
す
べ

て

退
け
る
一
家
来
た
ち
が
楽
器
を
持
つ
の
は
、
騒
音
で
成
道
を
妨
げ
る
と
い
う

意
味
で
あ
ろ
う

　

キ
ジ
ル
石
窟
や
ク
ム
ト
ラ
石
窟
の
代
表
的
な
降
魔
成
道
図
は
以
下
の
石
窟
に

見
ら
れ
る

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
一
．
C
窟
（
階
梯
窟
一
、
主
室
正
壁
上
万
の
十
月
部
、
ベ
ル
リ

西

技
t｝⊆

－t

画

描
，J　、

」

ン
・
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
、
≦
7
三
④
｝
口
拾
（
挿
図
2
＞

挿

図
2
　
キ
ジ
ル
石
窟
第
1
0
窟
　
降
魔
成
道
図
部
分

　
　
ベ
ル
リ
ン
・
ア
ジ
ア
美
術
館

じ
九
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右
上
の
白
色
の
家
来
が
、
太
鼓
を
背
負
っ
て
い
る
、
太
鼓
は
両
面
に
革
を

　

　

貼
っ
て
い
る

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
］
七
五
窟
⌒
誘
惑
窟
）
、
ベ
ル
リ
ン
・
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵

　
　
楽
器
を
確
認
し
え
な
い
．

　

ク
ム
ト
ラ
石
窟
G
K
二
〇
窟
、
南
道
左
側
壁
に
設
け
ら
れ
た
寵
内
壁
画

　

　
楽
器
を
確
認
し
え
な
い
一

　

ク
ム
ト
ラ
石
窟
第
三
三
窟
、
正
壁
、
ベ
ル
リ
ン
・
ア
ジ
ア
美
術
館

　
　
襲
い
か
か
る
マ
ー
ラ
軍
（
悪
魔
の
家
来
）
た
ち
の
様
式
が
中
国
的
に
な
り
、

　
　
悪

魔
の
王
の
姿
が
な
い
　
向
か
っ
て
左
半
面
の
外
縁
い
る
家
来
は
太
鼓
を

　
　
背
負
い
、
右
干
面
の
内
縁
に
い
る
家
来
は
、
角
笛
を
吹
い
て
い
る

　
敦
悼

莫
高
窟
壁
画
に
も
、
以
下
の
通
り
、
降
魔
成
道
図
が
見
ら
れ
る
　
キ
ジ

ル

石
窟
な
ど
の
降
魔
成
道
図
と
比
べ
る
と
、
登
場
人
物
の
数
が
増
え
、
構
図
が

よ
り
多
彩
に
な
っ
て
い
る
　
襲
い
掛
か
る
家
来
た
ち
の
一
部
は
、
楽
2
3
を
持
っ

て

い
る
．

　
敦
煤
莫
高
窟
第
二
五
四
窟
、
北
魏
、
濱
m
瑞
美
氏
の
一
．
中
国
石
窟
美
術
の
研

究
゜
一
に
よ
れ
ば
、
第
二
五
四
窟
の
降
魔
図
は
二
観
仏
二
、
昧
海
経
」
を
典
拠
と
し

て

い

る
と
い
う

　
敦
，
但
莫
高
窟
第
二
六
三
窟
、
北
魏
、
西
夏
時
代
の
壁
画
の
F
か
ら
見
出
さ
れ

た
一　

敦
埠

莫
高
窟
第
二
六
C
窟
前
室
部
、
北
魏

　
敦
憧
莫
高
窟
第
四
二
八
窟
、
北
周

JN

（

二
D
帝
釈
窟
説
法

　
帝
釈
窟
（
イ
ン
ド
ラ
シ
』
、
イ
ラ
グ
ハ
ー
）
に
お
い
て
、
釈
尊
が
帝
釈
天
の
質

問
に
答
え
る
場
面
で
あ
る
．
キ
ジ
ル
．
白
窟
壁
．
幽
で
は
、
主
室
．
正
壁
の
寵
中
の
塑

像
を
、
帝
釈
窟
中
の
釈
尊
に
見
吉
．
て
、
そ
の
周
り
に
、
帝
釈
天
と
そ
の
妃
、
五

髪
口
の
乾
閨
婆
、
供
養
の
飛
天
た
ち
な
ど
を
描
く

　
1
大
唐
西
域
記
』
巻
第
九
、
摩
掲
陀
国
．
ト
に
は
、
那
欄
陀
付
近
の
史
跡
と
し

て
、
「
帝
釈
窟
山
の
聖
跡
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
．
．
因
陀
羅
勢
羅
婁
詞
（
イ
ン
ド

ラ
シ
R
’
イ
ラ
グ
ハ
ー
）
山
は
、
帝
釈
窟
と
も
い
う
、
山
頂
に
二
つ
の
峯
・
が
あ
り
、

そ
の
西
峯
の
南
側
に
あ
る
厳
．
右
の
問
に
人
き
な
石
室
が
あ
る
　
止
口
．
釈
尊
が
こ

こ
に
立
ち
寄
ら
れ
た
時
に
、
帝
釈
天
が
四
二
条
の
質
問
を
石
に
書
い
て
お
尋
ね

し
、
釈
尊
が
答
え
た
　
（
玄
奨
、
水
谷
真
成
訳
『
大
唐
口
西
域
記
』
．
平
凡
社
、
中
国

古
典
文
学
大
系
第
盟
巻
）

　
ま
た
、
＝
法
顕
伝
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
一
釈
尊
が
石
室
の

中
に
坐
し
て
い
る
と
r
帝
釈
．
天
が
天
楽
般
遮
（
琴
を
弾
じ
歌
う
楽
神
）
を
連
れ

て

現

れ
、
琴
を
弾
じ
て
、
釈
尊
を
楽
し
ま
せ
た
．
帝
釈
天
は
四
二
事
を
問
い
、

釈
尊
は
1
1
指
を
石
に
描
い
て
答
え
た

　
帝
釈
天
が
、
帝
釈
窟
に
於
い
て
、
釈
尊
に
質
問
を
し
た
と
い
う
説
話
は
、
l
i
、
長

阿

含
経
」
　
＝
．
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
四
二
の
質
問
を
し
た
と

い

う
点
は
見
ら
れ
な
い

　

帝
釈
窟
説
法
と
比
定
さ
れ
る
壁
画
は
、
以
下
に
見
ら
れ
る

　

キ
ジ
ル
．
右
窟
第
　
七
五
窟
、
主
室
正
壁
左
に
五
髪
乾
閣
婆
が
お
り
、
そ
の
ヒ



部
に
拝
篇
を
も
つ
飛
天
な
ど
が
い
る
t
一

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
九
九
窟
、
主
室
正
壁
の
右
側
に
五
影
吉
乾
閨
婆
、
左
側
に
帝
釈

天

と
帝
釈
天
妃
が
い
る

　

ク
ム
ト
ラ
石
窟
第
二
一
二
窟
、
主
室
正
壁
左
に
五
影
＋
［
乾
闇
婆
が
い
る
．

　

キ
ジ
ル
石
窟
　
第
一
ヒ
窟
、
主
室
正
壁
上
部
、
右
に
帝
釈
天
と
帝
釈
天
妃
が

い

る
／
／
上
部
に
四
体
の
飛
天
が
お
り
、
向
か
っ
て
右
下
の
飛
天
が
琵
琶
を
弾
く

（111）
説
法
す
る
釈
尊
を
供
養
・
讃
嘆
す
る
伎
楽
天

　
釈
尊
の
さ
ま
ざ
ま
な
説
法
場
面
に
供
養
の
天
人
が
登
場
す
る
彼
ら
は
、
楽

器
を
演
奏
し
、
舞
踏
し
、
あ
る
い
は
散
花
し
て
、
釈
尊
を
供
養
し
、
讃
嘆
す
る
、

そ
の
主
な
場
面
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
、

　

f
）
説
法
図
そ
の
も
の
に
登
場
す
る
供
養
天

　
釈
尊
の
説
法
場
面
に
、
春
属
と
し
て
登
場
す
る
伎
楽
天
で
あ
る
，
た
く
さ
ん

の

場

面
に
登
場
す
る
が
、
そ
の
い
v
つ
か
を
掲
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
る
t
／

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
一
四
窟
、
主
室
右
側
壁
、
仏
説
法
図
、
釈
尊
の
右
上
に
玩
威

を
弾
く
天
人
が
い
る
．
．

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
三
八
窟
、
主
室
右
側
壁
、
仏
説
法
図
、
玩
威
を
弾
く
天
人
，

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
三
八
窟
、
主
室
右
側
壁
、
仏
説
法
図
、
横
笛
を
吹
く
天
人
．

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
三
八
窟
、
主
室
左
側
壁
、
仏
説
法
図
、
玩
成
を
弾
く
天
人
、
、

　

ク
ム
ト
ラ
石
窟
第
五
八
窟
、
主
室
正
壁
、
伎
楽
天
、
琵
琶
を
弾
く
天
人
．
、

　

ク
ム
ト
ラ
石
窟
第
五
八
窟
、
主
室
正
壁
、
伎
楽
天
、
拝
講
を
吹
く
天
人
、

　
〔
2
）
側
壁
の
上
の
張
り
出
し
縁
に
並
坐
し
、
散
花
、
奏
楽
し
て
、
釈
尊
を
讃
え

西

域
壁
画
に

描
か
れ

た
音
楽
場
面
［
中
野
、

　

　

る
伎
楽
天

　

前
の
一
1
・
は
釈
尊
の
説
法
図
そ
の
も
の
に
伎
楽
天
が
登
場
す
る
場
面
で
あ
る
の

に
対
し
、
こ
ち
ら
は
、
側
壁
の
上
部
、
側
壁
と
天
井
が
接
す
る
部
分
に
ベ
ラ
ン

ダ

状

の
張

り
出
し
縁
を
描
き
、
あ
た
か
も
そ
の
上
に
伎
楽
天
が
坐
し
て
、
側
壁

の

釈
尊
の
説
法
場
面
を
讃
嘆
す
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
　
次
に
紹
介
す
る
キ
ジ

ル

石

窟
第
三
八
窟
は
壁
画
の
例
で
あ
る
が
、
側
壁
に
柄
穴
を
穿
ち
、
そ
こ
木
材

を
差
し
、
横
板
を
張
っ
て
、
実
際
に
ベ
ラ
ン
ダ
を
構
築
し
、
そ
の
上
に
塑
造
、

あ
る
い
は
木
彫
の
伎
楽
天
を
据
え
た
と
考
え
ら
れ
る
痕
跡
が
、
い
く
つ
か
の
石

窟
で
見
ら
れ
る
一

　
キ

ジ

ル

石
窟

第
三
八
窟
の
主
室
の
右
側
壁
と
左
側
壁
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ラ

ン
ダ
状
の
張
り
出
し
縁
が
描
か
れ
、
そ
の
上
に
七
つ
ず
つ
、
ア
ー
チ
が
表
わ
さ

れ

る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
チ
の
而
に
は
、
二
体
ず
つ
の
伎
楽
天
が
い
る
t
／
そ
れ

ぞ
れ

の

ペ
ア

の
姿
態
、
持
ち
物
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
／
t
／

　
主

室

右
側
壁
は
、
向
か
っ
て
左
（
正
壁
側
）
か
ら
、
琵
琶
と
横
笛
、
花
繰
と

手
拍
子
、
弦
楽
器
と
拝
篇
、
散
華
と
笙
摸
、
鼓
と
横
笛
（
挿
図
3
）
、
唄
咽
（
チ
ャ

ル

メ
ラ
）
と
琵
琶
、
花
練
と
円
盤
状
の
も
の
，

　
主
室
左
側
壁
は
、
向
か
っ
て
左
（
戸
口
側
）
か
ら
、
弦
楽
器
と
横
笛
、
花
繰

と
散
華
、
r
尻
威
と
横
笛
、
散
華
と
笙
篠
、
散
華
と
花
綜
、
琵
琶
と
哨
二
咽
（
チ
ャ

ル

メ
ラ
）
、
磁
鈴
と
拝
篭
〔

　
伎
楽
天
の
も
つ
楽
器
類
の
ほ
と
ん
ど
は
、
他
の
キ
ジ
ル
石
窟
や
ク
ム
ト
ラ
石

窟
で
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
違
和
感
は
な
い
が
、
唄
．
咽
（
チ
ャ
ル
メ
ラ
）

八



挿
図
3

　
　
：
．
　
ド
行
ふ
．
已
一
　
－
『
　
ー
パ
t
］

キ
ジ
ル
石
窟
第
3
8
窟
主
室
右
壁
　
伎
楽
天

は
他
に
類
例
を
見
な
い
　
ウ
イ
グ
ル
族
の
現
代
の
楽
器
て
あ
る
ス
ネ
イ
に
近
い

果

た
し
て
、
唄
．
隅
は
こ
の
時
代
に
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
・
つ
か
　
修
復
の
際
に
、

竪

笛
を
唄
．
咽
に
描
き
直
し
た
の
で
は
な
い
か
・
こ
も
杉
え
、
現
地
で
仔
細
に
観
察

し
た
が
、
そ
の
確
証
を
得
る
ま
一
．
」
に
は
至
ら
な
か
っ
た
．
今
後
の
詳
細
な
検
証

が
必
要
で
あ
る
．

　

ベ
ル

リ
ン
の
ア
ジ
ア
‥
た
術
館
に
、
二
つ
の
木
彫
伎
楽
友
が
所
．
匡
シ
、
」
れ
て
い
る

一
体
ラ
【
二
〈
I
I
I
　
，
8
1
3
6
）
は
、
鼓
を
左
㎏
に
抱
え
、
他
の
一
体
ラ
ニ
ス
＝
I
　
8
1
：
g
8
）

は

筆
筏
を
弾
く
　
こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
は
ベ
ラ
ン
ダ
状
の
構
築
物
に
据
え
ら
れ

て

い

た
も
の
で
あ
ろ
う

　

3
泥
繋
場
面
の
供
査
尺

　

浬
葉
に
入
っ
た
釈
尊
を
供
褒
、
讃
嘆
す
る
疋
人
の
な
か
に
、
楽
器
を
も
つ
伎

楽
天
が
見
ら
れ
る

　

キ
ジ
ル
、
右
石
‥
第
L
七
窟
、
右
廊
右
壁
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
上
に
白
．
ち
並
ぶ
天
人
が

描
か
れ

る
が
、
そ
の
一
人
が
竪
笛
を
吹
く

　

キ
ジ
ル
．
右
窟
第
七
七
窟
、
後
廊
窟
頂
、
多
く
の
四
角
い
区
画
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
中
に
伎
楽
天
な
ど
が
配
さ
れ
る
．
そ
の
う
ち
の
一
体
は
、
腹
前
に
太
鼓
を

抱

え
て
い
る

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
七
七
窟
、
後
廊
奥
壁
、
飛
天
、
ベ
ル
リ
ン
・
ア
ジ
ア
美
術
館

蔵
（
ζ
完
≡
γ
ま
一
巴
　
1
1
1
i
f
の
飛
天
の
う
ち
、
中
央
の
飛
天
が
玩
威
を
弾
く
、

　
（
付
〉
ク
チ
』
、
・
ス
バ
シ
寺
院
祉
か
ら
出
⊥
し
た
と
い
わ
れ
る
舎
利
容
器
に
表

　
　
　

わ

さ
れ
た
伎
楽
場
面



　
大
谷
探
検
隊
が
ク
チ
｝
、
の
ス
バ
シ
寺
院
．
趾
か
ら
将
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
舎

利
容
器

（
挿
図
4
）
は
現
在
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
、
容
器
の
身
の
外

側
面
に
は
、
太
鼓
や
空
摸
を
奏
す
る
人
た
ち
、
仮
面
を
着
け
て
舞
踏
す
る
人
た

ち
な
ど
が
表
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
、
蓋
に
は
、
連
珠
の
メ
ダ
イ
ヨ
ン
の
中
に
有

翼
天
使
像
が
描
か
れ
る
が
、
天
使
は
竪
笛
を
も
つ
　
舎
利
容
器
の
装
飾
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
伎
楽
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
舎
利
容
器
の
中
に
収
め
ら
れ

挿
図
4
　
伝
ス
バ
シ
出
土
舎
利
容
器
　
東
響
国
立
博
物
館

き±蕊
惣藁

、漉

嚇
ロ

ご

　
ド
　
　
　
り

髪
・
簸
だ

競
騨
灘

趨　　　
覇

ぷ”

ミ
　
　
キ
く
っ
ベ
ド

⑭
〔
已

塾
籔

ペ
ハ

　
　
　
ぷ
　
ソ
　
ヨ

W．

叉

さ
一

四

域
窒
画

に

福

ひ
か

灘
慾
鍵
ジ

継
織
蒲

　
　磯叉
介
ら
ら
蒙
・
　
3
｝
’
．
s
i
l
t
l
x

憲
ぽ
靴
○
、
’

　
　
　
ツ
　
忍
　
t
　
／
　
a
b
　
“
I
±
　
　
　
　
”

一

中
野
一

た
骨
（
舎
利
）
を
供
養
す
る
と
い
う
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
，

こ
の
伝
ス
バ
シ
出
土
の
舎
利
容
器
と
同
形
の
容
器
は
、
ほ
か
に
も
、
大
谷
探
検

隊
、
ベ
リ
オ
、
ル
・
コ
ッ
ク
が
収
集
し
て
い
る
が
、
パ
リ
’
ギ
メ
国
立
東
洋
美

術

館
が
収
蔵
す
る
ペ
リ
オ
将
来
の
ス
バ
シ
出
土
舎
利
容
器
の
蓋
に
は
、
鋸
歯
文

の

メ
ダ
イ
ヨ
ン
の
中
に
有
翼
天
使
が
描
か
れ
て
い
る
，
彼
は
笙
慎
を
持
っ
て
い

る
．
、

（
四
）
善
愛
乾
闇
婆
干
を
調
伏
す
る
釈
尊

　
浬
葉
に
入
る
釈
尊
の
枕
頭
に
男
女
二
体
の
神
が
描
か
れ
、
女
神
は
笙
摸
を
も
っ

て

い

る
　
こ
の
絵
が
配
置
さ
れ
た
位
置
か
ら
考
え
て
、
浬
葉
に
関
連
す
る
図
像

で
あ

る
と
推
測
さ
れ
る
　
一
説
に
は
、
釈
尊
が
浬
繋
直
前
に
、
善
愛
乾
閾
婆
王

を
調
伏
し
た
場
面
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
異
説
が
あ
る
．
一

善
愛
乾
閨
婆
王
を
調
伏
し
た
場
面
で
あ
る
と
い
う
説
に
賛
同
し
難
い
の
は
、
同

様
の
図
像
が
、
窟
内
の
別
な
場
所
に
も
見
ら
れ
、
同
図
像
は
必
ず
し
も
浬
般
木
に

関
わ
り
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
’
ま
た
、
二
体
の

神
が
寄
り
添
っ
て
、
舞
踏
す
る
場
面
で
は
な
い
か
と
考
え
る
説
も
あ
る

　
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
巻
三
七
に
よ
れ
ば
、
釈
尊
に
よ
る
調
伏
の

場
面

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
、
善
愛
乾
閨
婆
王
は
、
驕
慢
で
、
笙
僕
を
弾
ず
る

こ
と
に
関
し
て
は
、
自
分
よ
り
巧
み
な
者
は
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
．
そ
こ
で

釈

尊
は
、
彼
に
笙
篠
の
腕
比
べ
を
挑
ん
だ
、
一
弦
ず
つ
断
っ
て
い
き
、
互
い
に

弾

き
比
べ
を
し
て
も
、
優
劣
が
つ
か
な
い
、
最
後
の
一
弦
と
な
っ
た
時
に
、
釈

尊
は
そ
れ
も
断
っ
た
の
で
、
彼
も
そ
の
通
り
に
し
た
　
釈
尊
は
、
弦
が
無
く
て

八
l
l
．



法
華
之
化
研
究
（
第
四
ー
六
u
三

も
雅
に
演
奏
し
た
が
、
彼
に
は
そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
’
奇
異
な
こ
と
と
感
じ

て
、
彼
は
釈
尊
の
足
元
に
ひ
れ
伏
し
、
坐
し
て
そ
の
法
要
を
聴
い
た

　
ま
た
、
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
巻
三
七
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述

も
あ
る
、
帝
釈
天
が
、
ま
た
楽
神
（
善
愛
乾
闇
婆
王
）
に
告
げ
た
　
釈
尊
が
浬

繋
に
入
ら
ん
と
し
て
、
臥
し
て
お
ら
れ
る
あ
な
た
は
、
釈
尊
の
浬
磐
に
際
し

て
、
供
養
を
成
す
べ
き
で
あ
る
一

　

こ
れ
ら
の
記
述
は
、
男
女
二
神
が
寄
り
添
い
、
女
神
が
亮
壬
侯
を
奏
す
る
こ
と

を
説
明
し
て
い
な
い
’
こ
の
図
像
を
、
釈
尊
が
善
愛
乾
閨
婆
王
を
調
伏
す
る
場

面
で
あ
る
と
断
定
す
る
に
は
た
め
ら
い
が
あ
る
．
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ

る
　
作
例
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る

　
キ
ジ
ル
石
窟
第
一
三
窟
、
後
廊
左
壁
、
ベ
ル
リ
ン
・
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
、
ア
ロ
パ

III　
8
4
2
0
　
（
挿
図
5
）

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
七
窟
、
後
廊
左
壁

　
キ
ジ
ル
．
石
窟
第
ニ
ハ
三
窟
、
後
廊
左
壁

　
キ
ジ
ル
石
窟
第
八
〇
窟
、
後
廊
左
壁

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
一
七
五
窟
、
右
廊
右
壁

　
キ
ジ
ル
石
窟
第
一
七
八
窟
、
後
廊
左
壁

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
八
〇
窟
、
主
室
正
壁

　

キ
ジ
ル
石
窟
第
九
二
窟
、
主
室
窟
頂
左

挿

図
5
　
キ
ジ
ル
石
窟
第
1
3
窟
後
廊
左
壁
　
善
愛
乾
闇
婆
王

　
　
ベ
ル
リ
ン
・
ア
ジ
ア
美
術
館

轡

．

五
．
観
経
変
相
図
に
現
わ
れ
る
楽
器

　
観
無
量
寿
経
は
、
無
量
寿
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
と
そ
の
仏
国
を
思
念
し
、
観
察

す
る
た
め
の
方
法
を
説
い
た
経
典
で
あ
り
、
観
経
と
も
呼
ぶ
　
劉
宋
の
元
嘉
年

間
（
四
二
四
ー
四
五
三
）
に
、
量
良
耶
舎
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
．
一
唐
時
代
の
善

導
（
六
一
1
1
1
－
六
八
二
が
著
し
た
　
観
経
四
帖
疏
一
は
、
観
経
の
注
釈
書
で

あ
る
，

　
観
無
量
寿
経
変
相
図
（
観
経
変
相
図
）
は
、
観
無
量
寿
経
の
内
容
を
忠
実
に

図
化
し
た
も
の
で
、
中
央
に
阿
弥
陀
如
来
の
浄
七
の
様
子
が
描
か
れ
、
そ
の
周



り
に
序
説
二
早
提
希
夫
人
が
仏
に
ま
み
え
、
仏
国
土
に
生
ま
れ
た
い
と
願
う
き
っ

か
け

の
話
）
、
正
説
一
（
浄
上
を
観
想
す
る
た
め
の
一
三
通
り
の
方
法
）
、
正
説

11
（
往
生
を
得
る
九
通
り
の
方
法
）
を
そ
れ
ぞ
れ
図
化
し
た
も
の
が
配
さ
れ
る

中
央
の
阿
弥
陀
浄
十
図
に
音
楽
場
面
が
見
ら
れ
る
　
ま
ず
浄
士
の
一
角
に
舞
楽

台
が
あ
り
、
楽
人
が
楽
器
を
持
っ
て
控
え
て
い
る
　
ま
た
、
胡
旋
舞
を
舞
う
踊

り
手
や
、
楽
器
を
持
っ
た
迦
陵
頻
伽
も
登
場
す
る
　
さ
ら
に
浄
±
の
虚
空
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
が
漂
う
．

　

ク
ム
ト
ラ
石
窟
に
は
’
仏
教
的
中
国
様
式
（
こ
の
地
域
の
い
わ
ゆ
る
第
＝
．
様

式
）
と
名
付
け
ら
れ
た
中
国
唐
時
代
の
絵
画
様
式
を
継
承
し
た
壁
画
が
見
ら
れ

る
’
唐
時
代
に
ク
チ
ャ
に
安
西
都
護
府
が
置
か
れ
、
漢
民
族
が
こ
の
地
に
移
入

し
た
結
果
、
漢
文
化
が
流
入
し
た
の
で
あ
る
．
観
経
変
相
図
は
以
下
の
石
窟
に

見
ら
れ
る
．

　

ク
ム
ト
ラ
石
窟
第
一
六
窟
、
主
室
右
側
壁
、
観
経
変
相
図
部
の
う
ち
日
想
観
、

ベ
ル

リ
ン
・
ア
ジ
ア
美
術
館
、
ζ
芸
≡
8
8
4
3

　

ク
ム
ト
ラ
石
窟
第
一
六
窟
、
主
室
右
側
壁
、
観
経
変
相
図
部
分
、
虚
空
に
天

人
や
竪
笛
が
漂
う
．
．

　

ク
ム
ト
ラ
石
窟
第
六
八
窟
、
窟
頂
、
天
空
に
漂
う
楽
器
類
が
見
ら
れ
る
．
第

六
八

窟
は
五
連
洞
（
第
六
六
窟
～
第
七
〇
窟
）
の
中
央
に
位
置
す
る
中
心
柱
窟

で
あ
る
、
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
を
も
つ
．
．
一
九
八
二
年
に
こ
の
天
井
を
洗
浄
し
た

と
こ
ろ
、
排
篇
、
拍
板
、
笛
、
玩
成
、
篇
、
笙
籏
、
笙
な
ど
、
一
五
種
類
の
楽

器
が
現
れ

た
、
天
空
に
漂
う
楽
器
類
と
い
う
こ
と
か
ら
、
観
経
と
の
関
連
が
考

西
域
壁

画
に
描
か
れ
た
音
楽
場
面
〔
中
野
〕

え
ら
れ
て
い
る

　
一
方
、
敦
惇
莫
高
窟
で
は
、
初
唐
期
か
ら
中
唐
期
に
か
け
て
、
多
く
の
観
経

変
相
図
、
阿
弥
陀
浄
土
変
相
図
が
描
か
れ
た
　
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
掲
げ
る

と
、
以
ド
の
通
り
！
．
＼
あ
る
．

　

初
唐
　
敦
煤
莫
高
窟
第
二
一
七
窟
、
北
壁
、
観
経
変
相
、
舞
楽
壇
と
虚
空
の

楽
器
が
見
ら
れ
る

　

初
唐
　
敦
怪
莫
高
窟
第
三
二
九
窟
、
南
壁
、
阿
弥
陀
浄
±
図
、
虚
空
に
楽
器

が
見
ら
れ
る

　
初
唐
　
敦
埋
莫
高
窟
第
二
二
（
‘
）
窟
、
貞
観
一
六
年
⌒
六
四
二
）
の
造
営
、
南

壁
、
阿
弥
陀
浄
±
変
相
図
、
舞
楽
壇
と
虚
空
の
楽
器
が
5
1
ら
れ
る
t
t

　
初
唐
　
敦
煙
莫
高
窟
第
三
二
一
窟
、
北
壁
東
側
、
阿
弥
陀
浄
⊥
変
相
図
部
分
、

虚
空
に
楽
2
9
が
見
ら
れ
る

　
盛
唐
　
敦
捏
莫
高
・
窟
S
m
e
l
1
1
I
　
’
O
窟
、
北
壁
、
観
経
変
相
図
、
舞
・
楽
壇
が
見
ら

れ
る
，

　
盛
唐
　
敦
煙
莫
高
窟
第
四
五
窟
、
北
壁
、
観
経
変
相
、
舞
楽
壇
が
見
ら
れ
る
．

　

盛
唐
　
敦
煙
莫
高
窟
第
二
五
八
窟
、
北
壁
、
観
無
量
寿
経
変
相
、
舞
楽
壇
が

見
ら
れ
る
．

　
ま
た
、
掛
軸
装
の
絹
絵
に
も
観
経
変
相
図
が
あ
る
．

　
観
経
変
相
図
、
S
t
e
i
n
　
p
a
i
t
i
t
i
n
g
’
　
7
0
、
舞
楽
壇
が
見
ら
れ
る

　
観
経
変
相
図
　
o
っ
｛
〔
’
巨
一
、
〔
】
」
三
ヨ
恒
ω
べ
　
舞
楽
壇
と
虚
空
に
漂
う
諸
楽
器
が
み

ら
れ
る
一
－

八
五



　
　
　
　
　
　
レ
戸
三
軍
足
化
研
た
㌧
　
．
弟
　
｛
’
∴
六
一
狂
二

　

阿
弥
陀
浄
十
変
相
図
、
観
経
変
相
図
以
外
の
浄
土
図
に
も
、
舞
楽
壇
や
虚
空

に

漂
う
楽
器
類
が
描
か
れ
て
い
る

　
報
恩
経
変
相
図
の
舞
楽
壇
　
唐
時
代
「
九
世
紀
前
半
一
、
絹
本
着
色
　
大
英
博

；fS
i
2
E
！
　
S
t
e
i
n
　
p
a
i
n
t
i
n
g
　
1
，
　
C
h
，
　
x
x
x
ぐ
i
i
i
．
O
O
I
、
舞
楽
壇
が
見
ら
れ
る
．

　
（
付
）
迦
陵
頻
伽

　

阿
弥
陀
浄
土
変
相
や
観
無
量
寿
経
変
相
に
は
、
楽
器
を
も
っ
た
迦
陵
頻
伽
が

現
れ

る
．
．
迦
陵
頻
伽
（
カ
ラ
ヴ
，
‘
ン
ガ
）
は
、
雪
山
⌒
ヒ
マ
ラ
ヤ
）
や
極
楽
浄

十
に
住
む
と
い
う
想
像
上
の
生
き
物
一
、
＼
あ
り
、
た
声
を
発
す
る
こ
と
か
ら
、
妙

音
、
美
音
、
妙
音
鳥
と
も
訳
さ
れ
る
　
壁
画
な
ど
に
は
、
ヒ
十
身
は
人
間
、
ド

半
身
は
鳥
の
姿
で
、
K
，
　
x
l
；
れ
る
　
迦
陵
頻
伽
は
、
拍
．
弓
鵡
、
孔
雀
、
共
命
鳥
な

ど
と
共
に
、
浄
十
に
現
わ
れ
る
鳥
類
の
一
つ
で
あ
り
、
楽
器
や
器
物
を
持
っ
て
、

仏
や
菩
薩
を
賛
嘆
す
る
役
目
を
担
う

　
西
域
で

は
、
ク
ム
ト
ラ
石
窟
の
第
一
六
窟
⌒
キ
ン
ナ
リ
窟
｝
に
作
例
が
あ
っ

た
．
主
室
の
側
壁
と
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
が
接
す
る
部
分
に
張
り
出
し
た
持
ち
送

り
部
分
が
あ
り
、
そ
の
表
而
に
、
花
と
蔓
ポ
か
ら
成
る
唐
草
文
様
が
描
か
れ
て

い

た
が
、
そ
の
中
に
迦
陵
頻
伽
が
い
た
　
ド
イ
ツ
隊
の
グ
リ
ュ
ン
ヴ
エ
ー
デ
ル

は
、
こ
れ
を
キ
ン
ナ
リ
（
雌
の
緊
那
羅
　
レ
一
誤
認
し
、
石
窟
名
と
し
た
が
、
姿

か

ら
判
断
す
る
と
、
迦
陵
頻
伽
が
ふ
さ
わ
し
い
　
散
花
の
た
め
の
花
盤
を
左
手

に
も
つ
．
こ
の
壁
画
を
ド
イ
ツ
隊
が
切
り
取
っ
で
、
持
ち
帰
り
、
現
在
は
、
ベ

ル

リ
ン
・
ア
ジ
ア
μ
た
術
館
が
所
蔵
す
る
　
ラ
≡
〈
≡
＝
＝
）

　
敦
煤

莫
高
窟
・
安
西
楡
林
窟
に
は
、
迦
陵
頻
伽
の
作
例
か
多
く
見
ら
れ
る

　

盛
唐
　
敦
塵
莫
高
窟
第
一
四
八
窟
、
観
経
変
、
大
暦
一
一
年
（
七
じ
六
）
造

営
、
主
室
東
壁
南
側
　
画
面
の
下
層
部
左
右
に
舞
楽
壇
が
あ
＝
、
向
か
っ
て
左

の

舞
楽
壇
に
迦
陵
頻
伽
が
一
羽
お
り
、
横
笛
を
も
つ
　
臼
の
舞
楽
壇
に
は
二
羽

お

り
、
弦
楽
器
、
竪
笛
を
も
つ

　
中
唐
　
安
西
楡
林
窟
第
．
．
五
窟
、
観
経
変
、
主
室
南
壁
　
華
座
壇
の
背
後
の

　

初
唐
　
敦
煙
莫
高
窟
第
二
二
〇
窟
、
阿
弥
陀
浄
土
変
、
貞
観
一
六
年
ニ
ハ
四

二
）
造
営
、
”
1
室
南
壁
、
迦
陵
頻
伽
は
欄
干
の
上
に
止
ま
る
、
楽
器
を
も
つ
か

ど
う
か
不
詳

　

初
唐
　
敦
埠
莫
高
窟
第
三
八
六
窟
、
阿
弥
陀
浄
土
変
、
主
室
南
壁
、
楽
器
を

も
つ
か
ど
う
か
は
不
明

　

初
唐
　
敦
煙
莫
高
窟
第
三
二
一
窟
、
阿
弥
陀
浄
±
変
、
主
室
北
壁
．
．
琵
琶
を

も
つ

　
初
唐
　
敦
煙
莫
高
窟
第
三
七
二
窟
、
阿
弥
陀
浄
土
変
、
主
室
南
壁
、
琵
琶
、

排
篇
を
も
つ
、

盛
唐
　
敦
煙
莫
高
窟
第
一
七
二
窟
、
観
経
変
、
主
室
北
壁
、
画
面
中
央
の
下

層
部
に
烏
た
ち
が
集
ま
る
舞
楽
壇
が
あ
り
、
向
か
？
て
左
の
舞
楽
壇
の
迦
陵
頻

伽
二
羽
は
、
施
工
後
、
竪
笛
を
も
つ
　
右
の
舞
楽
壇
の
二
羽
は
、
横
笛
、
排
講
を

も
つ

八
．
へ

　
勝
木
三
a
l
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
敦
煙
莫
高
窟
お
よ
び
安
西
楡
林
窟
に
お
い
て
は
、

以

下
の

石

窟
の
阿
弥
陀
経
変
、
観
無
量
寿
経
変
に
迦
陵
頻
伽
が
登
場
す
る
と
い

，

つ
．



左
側
に
、
鶴
と
迦
陵
頻
伽
が
お
り
、
迦
陵
頻
伽
は
拍
板
を
も
つ
　
右
側
に
、
共

命
鳥
と
孔
雀
が
お
り
、
共
命
鳥
は
琵
琶
を
も
つ

　
中
唐
（
九
世
紀
前
半
）
　
大
英
博
；
I
S
C
：
E
i
i
f
　
t
S
t
e
i
n
　
p
a
i
n
t
i
n
g
f
　
7
0
．
　
C
h
．
　
X
：
　
x
i
i
i
．

O03）

、
観
経
変

　
　
蓮
池
の
中
の
台
上
に
、
迦
陵
頻
伽
、
孔
雀
、
鵬
鵡
が
い
る
．
琵
琶
を
持
つ
．

　
五
代
　
敦
煙
莫
高
窟
第
⊥
ハ
一
窟
、
阿
弥
陀
浄
土
変
、
主
室
南
壁
の
中
央
．
舞

楽
壇
に
迦
陵
頻
伽
が
い
る
．
楽
器
を
も
つ
か
ど
う
か
不
明

　
迦
陵
頻
伽
は
、
阿
弥
陀
浄
±
変
相
図
や
観
経
変
相
図
以
外
の
浄
士
図
に
も
描

か
れ
る

　
報
恩
経
変
相
図
の
迦
陵
頻
伽
、
唐
時
代
⌒
八
世
紀
中
頃
か
ら
末
頃
｝
、
絹
本
着

色
、
人
英
博
物
館
蔵
、
S
t
c
i
n
　
p
a
i
n
l
i
n
g
　
1
2
，
　
C
・
h
．
　
i
i
v
．
0
⌒
二

　
薬
師
浄
土
変
相
図
の
舞
楽
壇
・
楽
伎
・
舞
伎
・
迦
陵
頻
伽
　
唐
時
代
（
九
世

紀
）
、
絹
本
着
色
、
大
英
博
物
館
蔵
、
S
t
e
i
n
　
）
a
i
n
t
i
n
g
　
3
6
，
　
C
h
．
　
I
i
i
．
　
O
0
3

　
六
．
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
壁
画
の
衆
人
奏
楽
図

　
釈
尊
が
浬
葉
に
入
ら
れ
た
後
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
郊
外
に
住
む
マ
ッ
ラ
（
末
羅
）

族
の

人
た
ち
が
、
釈
尊
の
ご
遺
体
を
供
養
す
る
た
め
に
、
沙
羅
双
樹
の
も
と
に

駆

け
つ
け
た
　
こ
の
衆
人
奏
楽
図
（
挿
図
6
）
は
、
音
楽
を
も
っ
て
、
ご
遺
体

を
供
養
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

　

1
基
礎
情
報

　
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
壁
画
断
片
衆
人
奏
楽
図
＝
間
は
、
大
谷
探
検

　
　
　
　
　
　
西
域
上
画
に
描
か
れ
た
・
汀
史
場
．
訓
｛
中
野
〕

挿

図
6
　
ベ
セ
ク
リ
ク
石
窟
第
3
3
窟
主
室
左
壁

　
　
東
京
国
立
博
物
館

衆
人
奏
楽
図

隊
が
ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
三
三
芦
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
・
一
．
制
作
年
代
は
1
1

世
’
紀
頃
　
　
川
ム
品
旦
は
、
　
糀
一
（
ニ
ハ
・
＋
且
㎝
、
横
．
（
）
L
ハ
・
五
㎝
，
だ
、
」
め
・
o
　
昭
’
相
川
m
四

一
．

年
に
文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
管
理
替
え
さ
れ
、
登
録
香
号
は
T
C
五
五
四

で

あ
る

　

2
ベ
ゼ
ク
リ
ク
．
石
此
パ
弟
，
、
、
．
．
亮
屈
の
咋
画
配
剛
直
と
ワ
て
の
図
像
‥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
L



法
華
文
化
研
完
〔
第
四
ト
六
［
言

　

こ
の
壁
画
断
片
を
得
た
べ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
第
三
三
窟
は
、
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（
蒲

鉾

型
）
天
井
を
い
た
だ
く
長
方
形
の
石
窟
で
あ
る
．
後
壁
と
そ
れ
に
隣
接
す
る

左
右
の
側
壁
に
、
浬
般
木
関
連
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
た
．
正
壁
（
奥
壁
〉
の
林

台
に
据
え
ら
れ
て
い
た
塑
造
の
浬
葉
像
と
±
を
盛
り
上
げ
た
光
背
は
、
現
在
は

欠
失
し
て
い
る
一
．
し
か
し
、
光
背
の
背
後
に
は
、
参
集
し
た
八
部
衆
や
諸
同
の

王

た
ち
が
描
か
れ
て
お
り
、
今
も
現
地
に
残
っ
て
い
る
．
左
側
壁
上
部
の
後
壁

寄
り
に
、
悲
嘆
す
る
阿
難
が
描
か
れ
る
．
、
左
側
壁
の
下
部
に
は
、
釈
尊
最
後
の

弟
子
で
あ
り
、
釈
尊
に
先
立
っ
て
減
度
し
よ
・
つ
と
す
る
ス
バ
ド
ラ
（
須
微
）
が

描
か
れ

て

い

る
，
そ
の
中
間
の
壁
画
が
欠
失
し
て
い
る
部
分
に
東
京
国
立
博
物

館
が
現
在
所
蔵
す
る
壁
画
衆
人
奏
楽
図
が
あ
っ
た
、
ス
バ
ド
ラ
の
背
後
に
見
え

る
緑
色
の
脚
が
、
衆
人
奏
楽
図
の
琵
琶
を
も
つ
緑
色
の
肌
の
男
に
つ
な
が
る

衆

人
奏
楽
図
と
は
、
典
拠
に
基
づ
い
て
後
述
す
る
通
り
、
釈
尊
の
ご
遺
体
を
、

音
楽
を
も
っ
て
供
養
す
る
マ
ッ
プ
族
の
男
た
ち
に
他
な
ら
な
い
．
マ
ッ
ラ
族
は
、

ク
シ
ナ
ガ
ラ
城
の
郊
外
に
住
む
一
族
で
、
裸
族
（
上
半
身
裸
で
暮
ら
す
人
た

ち
）
、
力
士
（
力
持
ち
）
と
も
呼
ば
れ
る
．
右
側
壁
に
は
、
釈
尊
の
浬
葉
に
接

し
、
悲
嘆
す
る
縁
覚
ら
し
き
人
物
と
7
人
の
仏
弟
子
の
表
現
が
あ
っ
た

　
石
窟
の
側
壁
に
は
、
湿
葉
関
連
の
図
像
以
外
に
、
誓
願
図
⌒
フ
ラ
ン
ニ
デ
ィ
・

ビ
ル
ト
）
が
描
か
れ
て
い
た
．

　
一
3
〕
第
三
三
窟
の
衆
人
奏
楽
図
の
関
連
作
品

　
衆
人
奏
楽
図
の
関
連
作
品
は
、
以
下
の
石
窟
に
も
見
ら
れ
た
　
べ
ゼ
ク
リ
ク

石
窟
第
三
一
窟
⌒
ド
イ
ツ
隊
グ
リ
ユ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
編
号
の
第
一
九
窟
、
イ
ギ

八

八

リ
ス
隊
ス
タ
イ
ン
編
号
の
第
×
二
窟
）
．
こ
の
壁
画
部
分
は
、
ス
タ
イ
ン
が
切
り

取
り
、
現
在
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
イ
ン
ド
考
古
局
が
所
蔵
し
て
い
る
　
ベ
ゼ
ク

リ
ク
石
窟
第
一
六
窟
（
ド
イ
ツ
隊
グ
リ
ユ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
編
号
の
第
六
窟
）
一
今

も
現
地
に
所
在
し
て
い
る
一

　
一
1
衆
人
奏
楽
図
の
図
像
の
典
拠

　
で

は
、
典
拠
に
依
っ
て
、
衆
人
奏
楽
図
の
図
像
を
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し

て

み

よ
う
’
　
l
l
長
阿
含
経
』
二
七
頁
c
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
釈
尊
の
死
の
後

の

で

き
ご
と
が
語
ら
れ
る
一

　
比
丘

た
ち
は
、
夜
が
明
け
る
ま
で
法
要
を
行
っ
た
．
阿
那
律
が
阿
難
に
告
げ

て
三
口
っ
た
．
一
あ
な
た
は
城
へ
行
き
、
末
羅
族
に
伝
え
よ
．
釈
尊
が
滅
度
さ
れ
た
一

供
養
す
る
な
ら
、
今
が
そ
の
時
だ
と
　
こ
の
時
、
阿
難
は
立
ち
ヒ
が
り
、
釈
尊

の
足

を
拝
し
た
　
ま
さ
に
一
人
の
比
丘
が
泣
き
な
が
ら
入
城
す
る
の
を
、
五
百

人
の
末
羅
族
が
遠
く
か
ら
見
た
　
彼
ら
は
、
わ
け
が
あ
っ
て
、
一
ヶ
処
に
集
ま
〔
．

て

い

た
の
だ
　
末
羅
の
人
々
は
、
阿
難
を
見
て
、
や
っ
て
来
た
．
皆
立
っ
て
お

迎

え
し
、
阿
難
の
足
を
拝
礼
し
、
そ
し
て
立
っ
て
、
阿
難
に
申
し
上
げ
た
　
な

ん

で

こ
ん
な
に
早
く
か
ら
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
と
　
阿
難
は
答
え
た
．
．
私
は

あ
な
た
方
の
た
め
に
、
こ
う
し
て
朝
早
く
か
ら
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
　
釈
尊
が

昨
夜
滅
度
さ
れ
た
　
ご
供
養
す
る
な
ら
、
今
が
そ
の
時
だ
．

　
「
長
阿
含
経
二
の
2
7
頁
c
に
は
、
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
．

　
末
羅
の
人
た
ち
は
相
談
し
た
　
各
々
家
に
も
ど
り
、
香
や
花
、
楽
器
を
携
え

て
、
速
や
か
に
双
樹
の
．
兀
に
参
り
、
釈
尊
の
ご
遺
体
を
お
慰
め
し
よ
う
で
は
な



し
カ
と

　

こ
こ
で
は
、
舎
利
と
い
う
言
葉
を
ご
遺
体
と
言
う
意
味
に
使
っ
て
い
る
一
．

　
一
t
n
h
演
奏
楽
器

　

彼
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
楽
器
を
演
奏
し
て
い
る
の
か
　
壁
画
の
画
像
か
ら
分

析
し
よ
う
．
．

　
第
三
三
窟
の
場
合
、
男
た
ち
は
、
上
の
右
か
ら
順
に
、
鏡
（
シ
ン
バ
ル
）
、
横

笛
、
太
鼓
と
擬
、
竪
笛
、
琵
琶
、
指
揮
棒
ら
し
き
も
の
を
持
つ
一

　
第
三
一
窟
の
場
合
、
男
た
ち
は
、
上
の
右
か
ら
順
に
、
（
不
明
）
、
指
揮
棒
ら

し
き
も
の
、
鏡
（
シ
ン
バ
ル
）
、
太
鼓
、
笛
（
横
笛
か
）
、
琵
琶
を
持
つ
。
、

　
第
一
六
窟
の
場
合
、
男
た
ち
は
、
上
の
右
か
ら
順
に
、
太
鼓
、
竪
笛
、
横
笛
、

（
不

明
）
、
拍
板
、
琵
琶
、
指
揮
棒
ら
し
き
も
の
を
も
つ
一
．
こ
の
楽
器
を
持
つ
男

た
ち
の
上
に
も
う
三
人
い
る
が
、
楽
器
は
も
っ
て
い
な
い
、
そ
の
中
央
の
人
物

は
、
水
瓶
の
首
に
紐
を
巻
き
、
そ
の
紐
を
肩
か
ら
垂
ら
し
て
い
る
．
こ
れ
を
香

油
を
入
れ
た
水
瓶
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
人
物
は
、
『
長
阿
含
経
』
の
2
7
頁

c
の
三
口
う
と
こ
ろ
の
、
香
を
携
え
て
供
養
に
駆
け
つ
け
た
マ
ッ
プ
の
人
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

　
楽
器
は
、
い
ず
れ
も
敦
燈
莫
高
窟
壁
画
な
ど
に
登
場
す
る
漢
民
族
の
楽
2
5
と

同
じ
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
．

　
6
）
彩
色
材
料

　
衆

人
奏
楽
の
壁
画
に
使
用
さ
れ
た
顔
料
を
、
蛍
光
X
線
分
析
に
よ
っ
て
分
析

す
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
判
明
す
る
．
．

西
域
壁
画
に
描
か
れ
た
音
楽
場
面
⌒
中
野
　

　

赤
色
に
は
、
四
種
が
見
出
さ
れ
た
、
背
景
の
＝
田
の
赤
、
横
笛
を
吹
く
人
物

の

赤
い
マ
ン
ト
、
同
じ
人
物
の
顔
に
施
さ
れ
た
赤
い
隈
な
ど
に
見
ら
れ
る
赤
色

は
、
ほ
と
ん
ど
が
鉛
に
由
来
す
る
　
し
か
し
、
饒
（
シ
ン
バ
ル
）
を
持
つ
人
物

の

唇
や
［
内
な
ど
に
見
ら
れ
る
鮮
や
か
な
赤
色
、
即
ち
肉
身
の
赤
色
の
一
部
に

は
、
水
銀
に
由
来
す
る
赤
が
使
用
さ
れ
て
い
る
、
も
っ
と
茶
色
味
の
強
い
赤
、

例
え
ば
指
揮
棒
状
の
も
の
な
ど
か
ら
は
、
鉄
が
検
出
さ
れ
た
．
ま
た
、
太
鼓
を

た
た
く
人
物
の
肌
、
太
鼓
の
皮
な
ど
か
ら
は
、
鉄
と
鉛
が
検
出
さ
れ
た
　
鉄
と

鉛
を
混
ぜ
た
か
、
鉄
と
鉛
の
二
色
を
塗
り
重
ね
た
か
は
判
別
で
き
な
い
t
／

　

壁
画
に
は
ヒ
素
の
使
用
も
見
出
さ
れ
る
一
．
か
つ
て
は
黄
色
を
呈
し
て
い
た
と

思
わ

れ

る
灰
色
部
分
か
ら
は
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
た
　
楽
人
の
も
つ
鏡
、
横
笛
、

太
鼓
の
擾
等
の
楽
器
、
饒
を
も
つ
人
物
の
マ
ン
ト
状
の
着
衣
な
ど
の
部
分
で
あ

る
、
楽
器
類
は
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
退
色
し
て
、
白
色
も
し
く
は
灰
色
を
呈
す

る
が
、
当
初
は
黄
色
で
あ
っ
た
ら
し
い
　
し
か
し
　
黄
色
が
金
属
の
金
色
の
か

わ

り
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
は
．
二
口
え
な
い
．
当
時
、
横
笛
、
竪
笛
、
太
鼓
の
援

が
金

属
製
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
か
ら
で
あ
る
．
、
同
じ
く
ヒ
素
が
検
出
さ
れ

た
マ
ン
ト
状
の
着
衣
も
、
当
初
は
黄
色
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
”
1
方
’
キ

ジ
ル
石
窟
壁
画
で
ほ
、
装
身
具
な
ど
、
金
属
製
を
意
味
す
る
部
分
に
’
ヒ
素
の

使
用
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
衆
人
奏
楽
図
の
装
身
具
類
も
分
析
し
て
み
た
が
、

ヒ
素
は
検
出
さ
れ
ず
、
鉛
に
由
来
す
る
白
色
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
、
地
域

に
よ
っ
て
、
顔
料
の
使
用
法
が
異
な
る
例
で
あ
る

　
壁

画
に
は
有
機
色
料
も
使
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
、
鏡
を
持
つ
男
の
髪
筋
、
背

八
九



）
．

L＿、

t’

f
ヒ

研
究

第
：Tq

1　、

二

景
の
赤
地
に
浮
か
ぶ
如
意
宝
珠
の
蓮
台
の
輪
郭
な
ど
に
、
可
視
域
の
光
を
あ
て

て

蛍

光
を
励
起
さ
せ
て
観
察
す
る
と
’
こ
の
部
分
に
有
機
色
料
が
使
用
さ
れ
て

い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
、

七
．
ま
と
め

　
　
比
較

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
楽
器
と
の

　
石

窟
壁
画
に
描
か
れ
て
い
る
楽
器
は
、
ウ
イ
グ
ル
族
が
現
在
用
い
る
楽
器
と

は
異
な
る
　
で
は
、
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
に
お
い
て
、
法
会
や
儀
礼
の

際
に
用
い
ら
れ
る
楽
器
類
と
は
類
似
が
見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
　
キ
ジ
ル
石
窟

第
三
八
窟
の
主
室
左
壁
の
天
井
際
に
描
か
れ
た
伎
楽
天
が
磁
鈴
を
持
っ
て
い
た

例
が
あ
っ
た
．
ま
た
、
キ
ジ
ル
石
窟
壁
画
に
法
螺
貝
、
シ
ン
バ
ル
が
描
か
れ
た

例
が
あ
る
．
こ
れ
ら
は
、
西
域
壁
画
の
楽
器
と
チ
ベ
ッ
ト
の
楽
器
と
に
共
通
す

る
も
の
は
あ
る
が
、
他
の
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
楽
器
は
、
壁
画
に
描
か
れ
た
楽
器

類

と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
一

　
青
海
省
同
仁
県
の
ウ
ー
ト
ン
上
寺
の
大
タ
ン
カ
の
開
帳
、
青
海
省
同
仁
県
ガ

ゼ

ル

村
に
お
け
る
神
事
、
青
海
省
同
仁
県
の
ゴ
マ
ル
寺
の
チ
♪
Y
ム
（
法
舞
、
跳

神
舞
）
な
ど
の
法
会
の
調
査
を
通
じ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
楽
器
に
も
接
し
た
が
、
西

域

壁
画
に
描
か
れ
た
楽
器
類
と
の
共
通
点
は
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
せ
な
か
っ
た

ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
の
タ
ン
カ
や
壁
画
に
描
か
れ
た
忽
怒
神
が
も
つ
楽
器
、
例
え

ば

ダ
マ
ル
（
で
ん
で
ん
太
鼓
に
似
た
楽
器
）
と
も
共
通
点
は
な
い
、

　

ベ
ゼ

ク
リ
ク
石
窟
第
．
三
．
一
窟
の
衆
人
奏
楽
図
の
例
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ

九

き
た
い
　
衆
人
奏
楽
図
を
描
い
た
画
家
が
、
紀
元
前
π
世
紀
こ
ろ
の
イ
ン
ド
の

ク
シ
ナ
ガ
ラ
で
ど
の
よ
う
な
楽
器
が
使
用
さ
れ
た
か
を
想
像
で
き
た
で
あ
ろ
う

か

想
像
て
き
な
け
れ
ば
、
・
目
分
の
身
近
に
あ
る
・
楽
器
を
描
く
し
か
方
法
が
な

か

っ

た
で
あ
ろ
・
つ
　
西
域
壁
画
に
描
か
れ
た
楽
器
類
も
、
石
窟
造
営
の
荷
担
者

や

画
家
、
寄
進
者
や
礼
拝
者
な
ど
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
楽
器
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
一
．

　
今
回
、
西
域
壁
両
の
楽
器
類
を
通
覧
す
る
と
、
漢
文
化
の
楽
器
類
と
共
通
す

る
こ
ヒ
は
確
認
　
r
、
こ
1
、
＼
た
も
の
の
、
地
域
毎
に
い
か
な
る
差
異
が
あ
る
の
か
ま
で

は

確
認
で
き
才
f
f
か
っ
た
　
各
地
の
石
窟
造
営
者
の
服
制
や
フ
弓
，
／
．
シ
ョ
ン
な
ど

は
細
か
く
描
き
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
楽
器
に
も
各
地
の
文
化
的
表
象

が

反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
は
考
察
が

お
よ
ば
な
か
っ
た
．
今
後
の
課
題
と
し
た
い
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究
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a
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西
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仏
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Summary

The　Image　of　the　Music　Scenes

　　　　　　on　the　Mural　Paintings

　　　　　in　Chinese　Central　Asia

Teruo　NAKANo

In　Chinese　Cenてral　Asia　there　are　many　mural　paintings　rep1・esenting　the　music　scenes

full　of　the　l／lUSiC　inStl”LIIIIentS．　These　Scenes　appear　in　the　following　subjects．

　　1．The　iliustrations　froエn　the　iegends　of　Jataka　and　Avadana，

　　2．The　scenes　from　the　Life　of　Buddha，　sしlch　asてhe　attack　of　N｛ara，　Buddha’s　sermorl

and　Nirvana．

　　3．The　Illusti’arions　of　the　contemplation　sutl’a（SukhavatlvvUha）．

　　The　instruments　painted　on　the　murals　are　familiar　to　the　C止／inese　alld　thev　are

probably　reflecting　the　ordinary　life　of　the　habitants　in　China　and　Chinese　Central　Asia　in

those　days．

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　clarify　the　lnusic　instruments　painted　on　the　Inurals

are　different　froln　the　Inodem　instruments　used　bv　the　Muslims　and　the　traditional

instruments　used　bv　Tibetan　in　the　Buddhist　rituals．

し


